
 

 

「令和５年度エネルギー使用合理化シンポジウム」を開催しました  

 

 

関東経済産業局  資源エネルギー環境部  省エネルギー対策課  

 

 

令和 6 年 2 月 15 日（木）から令和 6 年 3 月 14 日（木）の 29 日間にわたり「令和 5 年度エネルギー

使用合理化シンポジウム」を開催しました。  

 

本シンポジウムでは、エネルギー使用合理化の対象範囲の拡大や非化石エネルギーへの転換促進、電

気需要の最適化等への対応からカーボンニュートラルの実現に向けて、より一層の省エネルギーの推進

と取組を後押しするべく、省エネ政策の動向や改正省エネ法について、脱炭素の潮流、工場・事業場の

具体的取組事例等を配信しました。  

 

本シンポジウムは、平成 18 年度から毎年開催しており、平成 28 年度からは、関東電気使用合理化委

員会も共催しています。  

 

今年度も、配信期間を限定したオンライン形式にて開催しました。プログラムは、関東経済産業局資

源エネルギー環境部長より主催者挨拶を行い、第 1 部では、「省エネ施策・制度」と題して、令和 5 年

4 月 1 日より施行された改正省エネ法に基づく中長期計画書、定期報告書の記載方法のポイント等つい

て資源エネルギー庁より説明しました。また、取引市場も始まりカーボンオフセットにも有効な J-ク

レジット制度について関東経済産業局より説明しました。第 2 部の基調講演では、東海大学  建築都市

学部  建築学科  教授  山川  智氏より、「省エネのその先へ  カーボンニュートラル、SＸの潮流」と

いうテーマでご講演いただきました。第 3 部は、具体的な省エネ取組事例として 4 事例の発表をいただ

きました。  

 

 本シンポジウムでは 3,110 名の方に視聴登録をしていただきました。また、多数の方からアンケート

回答にもご協力いただきました。ご回答いただいたアンケートからは「空いた時間に視聴できるので、

この形式を続けてほしい。」「遠方であっても、移動時間と費用が不要なオンデマンドを希望します。」

「何度も繰り返して聴講できるのでありがたいです。」「他社での取組を知ることで自社への働きかけに

もつながるのではと考えます。」といった声が寄せられました。  

 

 

＜プログラム＞  

 

主催者挨拶  経済産業省  関東経済産業局  

第 1 部  省エネ施策・制度  

定期報告書等作成のポイントについて  

経済産業省  資源エネルギー庁  



  

 

改正省エネ法の概要、定期報告書の提出方法の変更点、定期報告書作成のポイント等に

ついて説明しました。  

      

     J-クレジット制度について  

      経済産業省関東経済産業局  

       J-クレジットの制度概要、クレジット創出について、クレジット売買について、クレジ  

ット活用について説明をしました。  

 

 

第 2 部  基調講演  

省エネのその先へ  カーボンニュートラル、ＳＸの潮流  

東海大学  建築都市学部  建築学科  教授  山川  智氏  

省エネから、さらに一歩先のカーボンニュートラルに向けた取組を加速するための、リ

サイクルエネルギー熱の活用や企業価値向上の方向性について基調講演をいただきました。 

 

第 3 部  事例発表  

（事例発表 1）省エネ推進・カーボンニュートラルに向けた取り組み  

高田製薬株式会社  

 

（事例発表 2）カーボンニュートラルに向けたハードとソフトの取り組み  

日本電子株式会社  

 

（事例発表 3）奥村組  技術研究所  ZEB リニューアルの取り組み  

株式会社奥村組  

 

（事例発表 4）虎ノ門一・二丁目地区  省エネ・脱炭素化の取組み  

虎ノ門エネルギーネットワーク株式会社  

 

 

関東経済産業局省エネルギー対策課では、今後も、省エネ法の動向、施策や取組事例等の情報提供を

さらに充実させ、皆様の省エネの取組を応援して参ります。  

 



  

 

＜開催概要＞  

日  時：令和 6 年 2 月 15 日（木）～  令和 6 年 3 月 14 日（木） 29 日間  

実施形式：オンライン形式による動画配信（各コンテンツ完全収録）  

最終登録者数： 3,110 名  

共  催：関東地区電気使用合理化委員会  

シンポジウムチラシ（各種プログラムはチラシ作成時点のものとなります）

 

 



  

 

 


